


 

 川崎病患児の糞便から,カンジダが他の健康児に比し,高い菌数で検出される

ことを以前に報告した。そこでこのカンジダ菌交代現象について種々考察し,

動物実験を繰返した結果,カンジダ菌体抽出液をマウス腹腔内に再感作するこ

とにより,実験的に川崎病類似の冠動脈炎を惹起せしめたので報告する。 

 さて,感染症の 1つの型として病巣感染があげられる。つまり宿主のどこかに

慢性的な原病巣をみとめるが,それ自身は一般に無症状で,ときにこの原病巣か

ら離れた諸臓器又は組織に反応性の器質的・機能的障害を起してくるという事

実である。さらに,一般に真菌症はアレルギー性症状が強く発現することが知ら

れており,一般に初感染後 2ヵ月前後で発現するといわれている id 反応なども

しばしば経験する。以上の如くカンジダ菌交代現象がこの病巣感染の 1つの基

盤となりうる可能性と,川崎病患者にみられるアレルギー様症状が id 反応の 1

つとして説明し得る可能性を検討する目的で実験モデルを組み実施した。 


